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青年期の成長不安・抑制不安を規定する要因の検討1

一自我の強さ・自尊感情の観点から一

筑波大学心理学系 山本誠一

The　re1ationship　of　ego　strength　and　se1f　esteem　to　positive

anxiety　and　negative　a早xiety　in　ado1escence　as　determinant　factors、

Seiichi　Yamamoto（〃8鮒％加げP∫ツoんolo鋤び〃伽〃8づ妙ψT∫〃后〃肱丁8〃〃α30ε∫ψα〃）

　　This　study　aimed　at　examining　the　re1ationship　of　ego　strength　and　se1f　esteem　to2distinct

aspects　of　anxiety（positive　anxiety，negative　anxiety）in　adolescence．Two　anxiety　sca1es　and　three

other　sca1es（Barron’s　Ego　strength　sca1e，Ado1escent　ego　strength　sca1e　and　Rosenberg’s　se1f

esteem　sca1e）were　administered．to231undergraduates．Ado1escent　ego　strength　sca1e　is　for　use

with　norma1ado1escents．

The　resu1ts　indicated　the　fo11owings．

　1）The　students　with　high　ego　strength（Barron’s）showed1ow　negative　anxiety　whi1e　those　with

　　1ow　ego　strength　showed　higt　negative　anxiety．

　2）The　students　with　high　Ado1escent　ego　strength　showed　high　positive　anxiety　and1ow　nega－

　　tiVe　anXiety．

　3）The　students　with　high　se1f　esteem　showed　high　positive　anxiety　and1ow　negative　anxiety．

Key　words：anxiety，ego　strength，se1f　esteem，ado1escence

　青年期は，これまで「第二の誕生」とか人格形成

の時期と称され，また近年でも第二の分離個体化期

（Separation－IndividuationProcess）として把える視

点の理論・実践両面での妥当性が支持される
（Kroger，J，F．，1985；Levine，J．B．，Green，CJ．、＆Mi11on，T．，

1986；Levitz｛0nes，E．M．＆Or1ofsky，J．L．，1985；高橋

，1989）など，この時期に世界で唯一の存在として

の個性化や自已実現の欲求・衝動が強くなることが

指摘されてきた．このような青年期において，これ

まで親などからの一時的な借り物の価値観や物の見

方から離れて，自分らしい独自のものを追及し獲得
形成していく過程（一種の創造過程）で生ずる不安は

青年期に特徴的なものと考えられる．山本は，従来

の不安を抑制不安（人間的成長によりネガティブな

意味をもつ不安），上述の青年期の自己実現や人格

1本研究の一部は，日本発達心理学会第2回大会にお
　　いて発表されている．

形成期に特徴的な不安を成長不安（人間的成長によ

りポジティブな意味をもつ不安）として分類し，こ

の両不安に関して様々な観点から検討を行なってき

た．（1988．1989．1990a，1990b，1991a，1991b）

　青年が今までの自分の殻から脱皮しようと，自分

にとって不慣れな新しいことに取り組み始めて不安

になる時，それが成長不安（不安だが逃げるわけに

はいかない，やらねばならない1不安があるからや

りがいがある）へと傾斜するか，抑制不安（不安なの

で出来ない，しない，逃げてしまう）へと傾斜するか，

という両不安の比重決定の観点は重要と思われる．

この比重決定に規定的な影響力をもつことが推測さ

れる人格的な要因は様々考えられるが，工本研究では

その中でも，より基礎的で安定したものとして青年’

の「自我の強さ（Egostrength）」及びその「自尊感

情（Self－esteem）」に着目し，その強弱・高低の程

度により，成長不安・抑制不安の各々がどのような

影響を受けるかについて検討することを目的とす
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　茨城県内の国立大学の大学生231名（男138名，女

93名）に対して1990年9月初旬に，山本（ユ988）の成

長・抑制不安の両尺度（それぞれ10項目，15項目の

計25項目）に加え，自我の強さを測定する尺度とし

て，1）Esスケール（Ego　strength　sca1e；本研究では

Barron，F．（1953）の68項目のうち，小川（1965）によ

る35項目；Appendix1参照）および2）一般青年の

考える「自我の強さ」概念に基づいて作成された「青

年自我強度」2の尺度（山本（1991），Appendix2参照）

を，さらに自尊感情を測定するRosenberg（1965）の

自尊感情測定尺度（星野（ユ970）による10項目）を実施

した．なお，以下ではEsスケー一ルで測定されるも

のを「Barronの白我強度」とよんで，「青年自我強

度」と区別した．

〈結果と考察＞

　分析に際して，E　sスケールの得点，青年自我強

度の得点，自尊感情測定尺度得点各々を，段階評定

の合計得点の意味・得点の分布・群内の人数を考慮

しつつ，低中高の3群に分類した．

（1）自我の強さが成長・抑制不安に及ぼす効果の検

討

①Ba．ro。の自我強度について（Fig．1）

　成長不安・抑制不安それぞれについて，白我強度
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Fig．1Barronの白我強度と成長不安・抑制不安
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（低中高3群），性（男女）を要因とする2元配置の分

散分析を行ったところ，成長不安では2要因の主効

果，交互作用とも有意にはならなかった．一方抑制

不安については自我強度の主効果のみが有意
（F・79．58，d／・213／2，ク〈．01）となった．これに最小

有意差法；LSD法（ヵ〈．05）による多重比較検定を行っ

た結果，3群（平均56．53〉39．12〉25．36）の間す

べてに有意な差が見られた．

　これらの結果から以下の考察が可能であろう．ま

ず成長不安については，Barron．Fの自我強度によっ

て規定されるとは言い難いこと，一方，より病理的

な性質をもつ抑制不安はBarron．Fの自我強度によ

り規定される面が大きいことを示唆することが考え

られる．これはBarron．Fの自我強度が心理療法の

予後評定の重要な指標になるとされる潜在的な自我

の強さの測定が目的である点や，これは白我の強さ

の存在ではなく，特殊な自我の弱さの欠如であると

するCrumpton，E．etal．（1960）・小川（1965）の指摘を

勘案すれば妥当な結果とも考えられるだろう．

②青年自我強度について（Fig．2）

　成長不安・抑制不安それぞれについて，青年自我

強度（低中高3群），性（男女）を要因とする2元配置

の分散分析を行ったところ，成長・抑制両不安とも

青年自我強度の主効果が有意（順にF・26．26，
4：2／207ク〈．01；F＝19．24，d戸2／207，ク〈．01）となっ

た．そこでさらに両不安各々について最小有意差法；

LSD法（ク〈．05）による多重比較検定を行った結果，

成長不安では低中高群のすべての群問に有意差
（39．59〈46．65＜49．74）が認められ，抑制不安で

も低中高群のほぼすべての群間（中一高の群間だけ

ク〈．！0で有意傾向）で有意差が認められた．（54．35〉

42．90〉39．13）

これらの結果は，青年自我強度が高くなるほど，成

長不安は高くなり，一方抑制不安は低くなることを

示すものであると考えられる．
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2　「青年自我強度」尺度の作成に関しては，当時筑波
大学人間学類学生（心理学主専攻）星ゆかりさんの多大

なる協力を得た．ここに記して感謝します．

　○

　　　低群　　　中群　　　高群
　　　　　　　　　　　　（青年自我強度）

Fig．2青年白我強度と成長不安・抑制不安
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Tab1e1二種の自我強度と成長・抑制不安との相関

自我強度／不安 成長不安　　　抑制不安
70

Barronの自我強度　　一．073　　　一．688＊＊

　青年自我強度　　　　．476＊＊　　一．445＊＊

＊＊力く．01

　ここでBarronの自我強度および青年自我強度と

成長・抑制両不安との相関（Tab．1）をも考慮する

と，Barronの自我強度が抑制不安とは比較的強い

負の関係があるものの成長不安とは関係がなく，一

方青年自我強度の方はやはり抑制不安とは比較的強

い負の関係があるものの，加えるに成長不安とも比

較的強い正の関係が認められる．このことは両白我

強度の大きな差異と考えられる．これらの結果は，

青年の不安が成長不安となるか抑制不安となるかを

規定する要因として自我の強さをとらえる時，

Barronの自我強度の高さは，青年の不安が抑制不

安になりにくい傾向を，一方青年自我強度の高さは，

むしろ青年の不安が成長不安になりやすい傾向をも

つことを支持するものである．さらにここで
Barronの自我強度の高さが，青年の不安が抑制不

安になりにくい傾向と関係するという結果は，

Barronの自我強度が直接的ではないが，青年の不

安が成長不安となっていく時の基礎的な前提条件と

なることを意味するものと考えられはしないだろう

か．Barronの白我強度が，一方向的な自我の強さ

の程度や存在ではなく，特殊な自我の弱さの欠如で

あるとするCrumpton．E．eta1．（！960）・小川（1965）の

指摘も，この考察の妥当性を支持するものと思われ
る．

（2）自尊感情が成長・抑制不安に及ぼす効果の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fig．3）

　成長不安・抑制不安それぞれについて，自尊感情

（低中高3群），性（男女）を要因とする2元配置の分

散分析を行ったところ，成長・抑制両不安とも白尊

感情の主効果が有意（順にF・3．29，d1・216／2，ヵ

〈．05；F＝41．22，d∫＝216／2，ψ＜．01）となった．さら

に両不安各々に最小有意差法；LSD法（力く．05）によ

る多重比較検定を行った結果，成長不安の3群（平

均70．0〈71．87〈76．12）では低群と高群の間に，抑制

不安では3群（平均52．96〉39．33〉23．61）の間すべて

に有意な差が見られた．この結果は自尊感惰が高く

なるほど，成長不安は高くなり，抑制不安は低くな

ることを示している．これは自分白身に対して好意

的で，尊敬すべき価値ある存在と感じていることが，
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Fig，3　自尊感情と成長不安・抑制不安
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不安な事態に際して抑制不安・成長不安のどちらに

傾斜するかを規定する上で重要な一要因であること

を支持するものと考えられるだろう．

く総合考察＞

　本研究では成長・抑制不安の規定要因について，

自我の強さと自尊感情の観点から検討が進められ

た。その過程でいくつかの点が明らかにされたが，

これを踏まえた上で，さらに成長・抑制不安研究を

展開させるモデルが提出された．（Fig．4）これは青

年の人格的成長を説明する一つのモデル（試案）であ

り，今後さらに検証や修正・改変をくわえねばなら

ないものである．が今回の研究の位置づけや今後の

成長・抑制不安研究を見通す上で，役立つと思われ

るので，あえて提出した．必ずしも不安がなければ

成長しないと言うことはないが，特に青年の場合，

何か新しいことを始めるときに，意識せずともどこ

かに微かでも不安があると考えられる．それが良い

意味でも悪い意味でも青年を人格的に変容させるも

とになるととらえ，これを図示したものである．

　この図を概説すると，［不安一安心］というサイ

クルにも，大別して2通りが考えられる．一づは［（成

長）不安一（積極的）安心］というサイクルを相対的

により多く繰り返して人格的に成長していく場合，

他方は［（抑制）不安一（消極的）安心コというサイク

ルの方を相対的により多く繰り返して人格的成長が

抑制されてしまう場合である．今回の研究では，＞

印の部分に当たる規定的な要因の検討を行ったわけ

である．

　今後は成長不安の規定要因に関して，自己実現欲

求などの人格的要因や，試行性・活動性・持続性・

計画性等の行動的要因の検討，さらに抑制不安から

成長不安への移行変容に直接関わる要因という視点
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山本誠一：青年期の成長不安・抑制不安を規定する要因の検討

からの検討，低次（下位）や高次（上位）の成長不安な

ど成長不安の質的な違いやその発達・変容の検討等

が，課題である．

要　約

　本研究の目的は，山本（1988）による青年期の不安

の二側面（成長不安と抑制不安）とパーソナリティの

基底的な側面としての自我強度・白尊感情との関係

を検討する事であった．そのため両不安尺度ととも

に自我強度や自尊感情を測定するための尺度
（F．BarronのEgo　strength　sca1eの小川による日本版，

青年自我強度尺度，Rosenbergの自尊感情測定尺度）

が大学生23ヱ名に対して実施された．その結果，

Barronρ自我強度得点の低い青年は抑制不安が強

く，高い青年は抑制不安が弱いこと，青年自我強度

得点の高い青年は成長不安が強く，抑制不安は弱い

こと，また白尊感情の高い青年は成長不安が強く抑

制不安は弱いことが明らかとなった．
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8。　　　　　　筑波大学心理学研究第14号

Appendix　1
　Barronの自我強度（小川による35項目）の一部

　　　　　　　　　　　　　　　　R：逆転項目

　1）身体の機能と生理的安定性

　　　　ここ数年だいたい丈夫だ．

　　　　よく下痢をする．R
　　　・音に対して敏感である．R

　2）神癌衰弱と引きこもりがちな傾向

　　　・私は非常に考え込むたちだ．R

　　　　くよくよすることがよくある。R

　3）宗教に対する態度
　　　・私の罪は，許されないと信ずる．R

　4）道徳的態度

　　　・異性に心をひかれる一R

　5）現実感覚
　　　・ちょっとの間何も出来なくなり，まわりの

　　　　ことがわからなくなることがある．R

　　　・時々急に笑ったり泣いたりしてとめること

　　　　ができない．R
　6）個人の適合性と物事に対処する能力

　　　・私の計画がむずかしすぎてあきらめねばな

　　　　らないことがよくある．R

　　　　へなへなと気がくじけてしまうことがあ

　　　　る．R
　　7）恐怖症的傾向，幼児的な不安

　　　　火がこわい．R
　　　　・真夜中によく恐ろしくなった．

　　8）その他
　　　　・家族の誰かがひどく神経質だ．

Appendix　　2
　青年自我強度の項目例

・向上心が強い．・意志が強い．・困難にくじけな

い．・自分に自信が持てる．・積極的である．・生

きがいを持っている．・独立心カ干旺盛である一・個

性的である．・忍耐力がある、・立ち直りがはや

い．・失敗を恐れない．・リーダーシップがとれ

る．・悲観的でない．・頑固である．・神経がずぶ

とい．・視野が広い．・目立ちたがりやである．・

情緒が安定している．・他者を信頼できる．・強情

である．こわいもの知らずである．現実的である．


